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特
に
新
し
い
取
り

組
み
や
改
善
さ
れ

る
と
こ
ろ
な
ど
を
伺
う

市
長
公
室
長　

29

年
度
か
ら
進
む
べ

き
方
向
は
、
共
生
、
学
び
、

安
心
、
活
力
、
快
適
、
自

治
の
６
つ
の
基
本
政
策
を

掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の

推
進
及
び
、
女
性

の
人
材
登
用

平
成
20
年
の
プ
ラ

ン
策
定
か
ら
、
女

性
の
管
理
職
や
審
議
会
へ

の
登
用
な
ど
、
当
時
は
登

用
率
30
％
を
目
指
す
と
し

て
い
た
が
、
現
在
ど
の
く

ら
い
推
進
し
た
の
か
。

副
市
長　

女
性
の

登
用
率
は
、
当
時

の
11
・
２
％
か
ら
28
年
度

は
22
％
と
推
移
し
て
い
ま

す
。

登
用
率
30
％
を
目

指
す
に
は
、
一
定

の
行
政
の
仕
組
み
等
を
勉

強
し
て
い
な
い
と
難
し
い

と
の
意
見
が
あ
る
。
市
が

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
事
業
を
行
い
、
終
了

し
た
方
を
人
材
リ
ス
ト
に

登
録
し
、
そ
こ
か
ら
登
用

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

副
市
長　

議
員
ご

指
摘
の
、
市
主
催

の
研
修
事
業
は
実
績
が
あ

り
ま
せ
ん
。
生
き
生
き
と

輝
い
て
活
躍
い
た
だ
け
る

人
材
育
成
に
は
、
多
角
的

な
一
定
程
度
の
研
修
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

政
策
立
案
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
方
の

人
材
を
リ
ス
ト
化
し
、
選

出
に
活
用
す
る
こ
と
は
大

変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
民
や
女
性
団
体

等
で
実
施
す
る
場

合
、
職
員
の
会
議
出
席
や

研
修
会
へ
の
講
師
派
遣

等
、
支
援
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

副
市
長　

積
極
的

に
勉
強
し
て
い
た

だ
く
の
は
大
変
有
意
義
な

こ
と
と
考
え
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
を
実
施
し
た

い
場
合
、
市
政
を
広
く
ご

説
明
・
お
伝
え
し
て
い
く

の
は
市
職
員
と
し
て
の
責

務
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

職
員
の
会
議
へ
の
出
席
や

研
修
会
等
の
講
師
派
遣
を

通
じ
て
、
研
修
の
効
果
が

高
ま
る
よ
う
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

桜川市第２次総
合計画の進捗状
況について

菊池伸浩 議員

私
は
、
３
月
議
会

で
駐
車
場
料
金
の

値
上
げ
に
た
だ
１
人
反
対

を
し
た
。
し
か
し
、
後
で

聞
く
と
、
議
員
の
方
々
に

は
、「
ひ
な
ま
つ
り
の
と

き
だ
け
５
０
０
円
に
し

て
、
あ
と
は
無
料
で
も
い

い
」
と
い
う
方
が
、
か
な

り
い
た
。６
月
議
会
で
は
、

「
駐
車
場
法
規
定
に
い
う

路
外
駐
車
場
」
で
あ
る
た

め
、「
他
の
用
途
は
難
し

い
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
般
道
路
で

さ
え
、
事
前
通
知
を
す
れ

ば
、「
歩
行
者
天
国
」
な

ど
に
使
え
る
。
市
が
行
う

商
工
祭
な
ど
に
使
え
る
方

法
が
あ
る
と
考
え
る
。
市

真
壁
町
高
上
町
駐
車
場

の
有
効
利
用

の
調
査
・
研
究
の
結
果

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。

　

次
に
、
今
後
の
利
活
用

の
方
法
だ
が
、
笠
間
市
営

駐
車
場
は
、
初
詣
で
の
時

期
だ
け
は「
有
料
駐
車
場
」

に
し
て
、
ふ
だ
ん
は
無
料

に
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
の

使
用
は
可
能

建
設
部
長　

値
上

げ
後
の
利
用
台
数

は
、
平
成
28
年
の
４
カ
月

で
は
１
０
４
台
（
１
日
当

た
り
０
・
９
台
）
で
す
。

利
用
促
進
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
路※

外

駐
車
場
の
休
止
等
の
規

定
」
を
活
用
す
れ
ば
、
イ

ベ
ン
ト
の
内
容
が
公
共
の

目
的
で
あ
れ
ば
、「
駐
車

場
の
使
用
を
休
止
し
た

上
」
で
許
可
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
関
係
機
関
や

町
お
こ
し
等
の
団
体
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
料
金
体
系
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
開
催
の

「
使
用
料
・
手
数
料
等
の

適
正
化
委
員
会
」
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

※「
路
外
駐
車
場
の
休
止
等

の
規
定
」

　
　

事
前
に
「
歩
行
者
天
国

や
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
駐
車

場
が
使
え
な
い
」
と
の
休

止
の
公
告
を
す
る
こ
と
。１台も駐車していない高上町駐車場１台も駐車していない高上町駐車場

平成28年度補正予算
一般会計補正予算（第3号） 可決
国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決
農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 可決
公共下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決
桜川市介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決
水道事業会計補正予算（第1号） 可決

平成27年度歳入歳出決算
一般会計歳入歳出決算認定 認定
国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定
農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定
介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定 認定
後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定
水道事業会計決算認定 認定

条例の改正
市税条例等の一部を改正する条例 可決
岩瀬温水プールの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決

人事・その他
教育委員会委員の任命 同意
公平委員会委員の選任 同意
市道路線の廃止 可決
市道路線の認定 可決

議員提出議案
教育予算の拡充を求める意見書 可決

請願
教育予算の拡充を求める請願 採択

人事・その他
議長の選挙 決定
副議長の選挙 決定
常任委員会委員の選任 決定
議会運営委員会委員の選任 決定
議会広報特別委員会委員の選任 決定
県西総合病院組合議会議員の選挙 決定
筑西広域市町村圏事務組合議会議員の選挙 決定
筑北環境衛生組合議会議員の選挙 決定

請願
桜川市真壁伝統的建造物群保存地区の景観に配慮した「舗装道路から石畳の街路へ」に関する請願書 採択
臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める請願書 継続審査
桃山小中一貫校の安全な通学道路の整備を求める請願書 採択

第１回臨時会（９月28日）

第３回定例会（８月30日〜９月９日）

審議された議案と結果


